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■自己紹介
小倉光明（おぐらみつあき）と申します
• 奈良県出⾝
• 広島⼤学教育学部
• 広島⼤学⼤学院修⼠課程
• 京都市⽴中学校技術科教諭
• 兵庫教育⼤学連合⼤学院博⼠課程
博⼠（学校教育学）
• 信州⼤学教育学部（現在）

https://www.mogura-lab.com/
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本日のテーマ

主体的に学ぶ児童・⽣徒のICT活⽤

3
M itsuaki O gura

前提となる共通認識
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各種資料

今後の教育課程、学習指導及び学習評価等の在り⽅に関
する有識者検討会論点整理（⾻⼦案）
https://www.mext.go.jp/content/20240819-mxt_kyoiku01-
000037606_02.pdf

令和５年度学校における教育の情報化の
実態等に関する調査結果（概要）
https://www.mext.go.jp/content/20240827-mxt_jogai01-
000037398_1.pdf

初等中等教育分科会（第145回）議事録
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/gijir
oku/1422565_00033.htm
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⽂科省(2024)今後の教育課程、学習指導
及び学習評価等の在り⽅に関する有識
者検討会論点整理（⾻⼦案）
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５年ひと昔と言われる時代

・新たな価値を創造する力

・対立やジレンマを克服する力
・責任ある行動を取る力

※OECD Education 2030

「正解のない問い」に向かうための力
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５年ひと昔と言われる時代

8
※OECD Learning Compass 2030

「より良い未来の創造にむけた変革を起こす力」

核となる基盤
・知識
・スキル
・価値
・態度
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https://www.mext.go.jp/content/20240819-mxt_kyoiku01-000037606_02.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20240819-mxt_kyoiku01-000037606_02.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20240827-mxt_jogai01-000037398_1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20240827-mxt_jogai01-000037398_1.pdf
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/gijiroku/1422565_00033.htm
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/gijiroku/1422565_00033.htm
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これからの学力観のイメージ
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正解のない問い

教科の⾒⽅・考え⽅

時代の変化
学校で体系的に⾏う必要性
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GIGAスクール構想は主体的・対話的で深い学びのための環境づくり
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なぜ情報を活用するのか

• 情報活⽤能⼒：
「世の中の様々な事象を
情報とその結び付きとし
て捉え，情報及び情報技
術を適切かつ効果的に活
⽤して，問題を発⾒・解
決したり⾃分の考えを形
成したりしていくために
必要な資質・能⼒」
「教育の情報化に関する⼿引」（⽂部科学省2020）

ICTを使いこなせる教員養成講座（信州⼤学教育学部2022）
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初等中等教育分科会（第145回）議事録

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/gijiroku/1422565_00033.htm
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令和５年度学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果

⽂科省 (2024)令和５年度学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果（概要）
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個別最適な学びと協働的な学び

■個別最適な学び
○指導の個別化

→⼀定の⽬標を全ての⼦供が達成することを
⽬指して異なる⽅法で学習を進めること

○学習の個性化

→⼦供たち⼀⼈ひとりが異なる⽬標に向かっ
て学習を深め広げること

⽬
標

現
状

プロセス
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プロセス

プロセス

⽬標

現
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⽬標
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深く広く
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主体性について
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主体的とは…

• チャットに皆さんが思う児童・⽣徒の主体的な
姿を書いてください。

16



2024/10/29

5

M itsuaki O gura

主体的な学習態度の定義…

⽂部科学省（2018）児童⽣徒の学習評価の在り
⽅について（報告）

「主体的に学習に取り組む態度」

・⼦供たちが⾃ら学習の⽬標を持ち，進め⽅を
⾒直しながら学習を進め，その過程を評価して
新たな学習につなげるといった，学習に関する
⾃⼰調整を⾏いながら，粘り強く知識・技能を
獲得したり思考・判断・表現しようとしたりし
ているかどうか

hEps://www.mext.go.jp/content/20240425-mxt_kyoiku01-000035713_04.pdf
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非認知スキルの視点

・⾮認知的スキルα：
「数学的活動の楽しさや数学の
よさを実感して粘り強く考える
態度」
・⾮認知的スキルβ：
「数学を⽣活や学習に⽣かそう
とする態度」
・⾮認知的スキルγ：
「問題解決の過程を振り返って
評価・改善しようとする態度」
宮崎樹夫ほか（2018）教科の内容・活動に固有な⾮認知的スキルを評価
する : 証明の学習に関する「主体的に学習に取り組む態度」
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自己決定性の視点

・⾃律性：⾃らの意志で⾏動していると認識したい欲求
・有能感：思いどおりにできたり、上達したと感じたり、好奇
⼼が満たされたりしたときなど、「⼿応え」を感じたい欲求
・関係性：他者との良好なつながりを望む傾向

JICA(2016)現場の声から紐解く国際協⼒の⼼理より
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個別最適な学びと協働的な学び

■個別最適な学び
○指導の個別化

→⼀定の⽬標を全ての⼦供が達成することを
⽬指して異なる⽅法で学習を進めること

○学習の個性化

→⼦供たち⼀⼈ひとりが異なる⽬標に向かっ
て学習を深め広げること
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具体例として問題発⾒・解決学習，
単元内⾃由進度学習，概念型の「問い」等々
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いただいたテーマ

教科のねらいにせまる ICT 活⽤をする
⼦どもたちの姿
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これからの学力観のイメージ
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正解のない問い

教科の⾒⽅・考え⽅

時代の変化
学校で体系的に⾏う必要性
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概念形成を促す問い
×
ICT
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塩尻西小学校

24
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塩尻西小学校
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塩尻西小学校
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多様なつながりを生む
ICT

27
M itsuaki O gura

附属長野中

28
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附属長野中
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多様な表現を生むICT
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附属松本小
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信濃小中

32
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問題発見・解決学習
×
ICT
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自動車メーカーの方からの働きかけ

⾃動⾞メーカーと連携して現実的な問題解決に挑戦
トヨタコネクティッド
コネクティッドサービス部 部⻑

「⾞と何かを情報で繋げてドライブを
より良くするシステム」を開発しようテーマ

受講⽣への
コメント
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ICTを活用した学習環境

問題発⾒ プログラミング 継続的な意⾒交換 情報整理・発信 フィードバック課題設定

36
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実践の様子

G3 1台の⾞が地震を検知するともう1台の⾞
に通知がいくシステム
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実践の様子

G5 信号の⾊情報を受信して⾞が⾛⾏したり停⽌
したりする動作を制御するシステム
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質問紙調査の結果

企業との連携によって意欲的に取り組むことに繋が
るとともに，内容に対する関⼼も⾼まっている様⼦
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チャットの分析（抽出語）

■分析
・KH Coderを⽤いて名詞と
動詞について18回以上の出
現頻度の語句を抽出
・異なり語数：1593語
・出現回数

平均：3.71
標準偏差：11.15

・各グループチャット数 平均：158.3 標準偏差：136.1
・個⼈チャット数 平均：28.5   標準偏差：34.1

40
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共起ネットワークの生成

①

②

③

④
⑤

⑥
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カテゴリの設定
■キーワードから具体的な記述を読み取り，カテゴリと定義を整理した
番
号 キーワード 具体的な記述 カテゴリ

① アイデア，思う，⾒る
今回は参加者が2名でしたので，アイデア出し
を進めています。みなさん意⾒ください！ アイデアの発想

② パソコン，持つ，AkaDako，使う
AkaDakoの温度センサーを使って、体温を測
ると、その⼈の適温が分かるということです
か？

使⽤⽅法関連

③
チャット，⼊れる，
⼊る，Meet，
Google，ビデオ

明⽇参加できない場合は、チャットにファイル
を張り付けておいてください。 オンライン協働

④
https，Scratch，
プロジェクト，
stretch

https://scratch.mit.edu/projects/00000/
プロジェクト共
有

⑤ 作る，感じ
スタジオに、新しく動作が軽く仕組みがより困
難なレイキャスティングのリスト式の３D
ゲームを作って載せました。

製作・制作場⾯

⑥ 答え，信号 「信号を渡っていると⻘信号が点滅し出したか
ら急いで渡った。◯か×か 答え×」

信号の問題作成
について議論
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アイデアの発想 AkaDakoの使用方法 オンライン協働

プロジェクト共有 製作・制作場面 資料制作

「その他」を除いたチャット割合

アイデア発想 使⽤
⽅法

オンライン
協働

プロジェクト
共有

製作
制作

資料
制作

チャット内容の分類（重複可）

初期：アイデア発想をプロジェクトを共有しつつ協働的に⾏う
中期：徐々に役割が明確化していく，プロジェクト明確化
後期：「やってみたので⾒てください」や機能追加の意⾒等
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教科の本質に迫る問い×文房具のようなICT

44
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いただいたテーマ

校務の情報化における SAMR モデル
の変容・再定義のイメージや介⼊に
ついて

45
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SAMRモデル

PUENTEDURA （2010）
テクノロジーが従来の教授⽅略と⽐較して，授
業にどの程度の影響を与えるかを⽰す尺度

R （再定義）
M （変形）
A （拡⼤）
S （代替）
４段階

hEp://hippasus.com/resources/sweden2010/SAMR_TPCK_IntroToAdvancedPracTce.pdf
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SAMRモデル 三井（2023）

三井一希, 戸田真志, 松葉龍一, 鈴木克明,（2023）情報端末を活用した授業事例をSAMR モデルに基づき段階的に示す小学

校教師向け授業設計支援システムの開発 , 日本教育工学会論文誌, 2023, 47 巻 , 1 号 , p. 157-169
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校務での再定義 例えば

■組織的な仕組み改善 ↔ ICT活⽤
・バラバラだった先⽣1⼈1⼈の対⽣徒の取り組
みを組織的に把握・収集して，希望する他の⽣
徒も参加できるようにする
・先⽣たちがそれぞれで撮影していた学校の素
敵な写真を組織的に収集して広報に活⽤する

■対象に合わせてICTを最適化させる
・業務に合わせて簡単にプログラムを組んでア
プリを最適化させる
・異なるシステム間を横断して連携させること
でつながりを⽣む

48
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ICT教育や機器について知りたいこと

①ICT活⽤と教科の⽬標とのつながり
→「つながり」を意識した活⽤（教科のねらい
にせまる ICT 活⽤をする⼦どもたちの姿）

②学年に応じた実践事例など
→先⽣⽅からのご発表の機会や，ポータルサイ
トの活⽤

③情報活⽤能⼒の育成、体系的な指導
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情報活用能力の育成に向けて

• 情報活⽤能⼒：
「世の中の様々な事象を
情報とその結び付きとし
て捉え，情報及び情報技
術を適切かつ効果的に活
⽤して，問題を発⾒・解
決したり⾃分の考えを形
成したりしていくために
必要な資質・能⼒」
「教育の情報化に関する⼿引」（⽂部科学省2020）

ICTを使いこなせる教員養成講座（信州⼤学教育学部2022）

①情報の重要
性の認識

②端末と情報の
活⽤スキル等 ③問題解決を通

した主体的な活
⽤場⾯の設定

③概念形成に
つながる問い
との活⽤
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ワーク

・皆さんが実施されている情報活⽤能⼒の育成
に向けた体系的な指導の⼯夫を教えてください

①情報の重要性の認識
（世の中の事象を情報として捉える）

②端末と情報の活⽤スキル
（情報・情報技術を適切・効果的に活⽤）

③活⽤場⾯の設定
（問題発⾒・解決，⾃分の考えを形成）

https://docs.google.com/presentation/d/1DogrEF3meGXho2_G1jL0
dgDvvze9fpWH3JfcgrB2QDU/edit?usp=sharing
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